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  （百万円未満切捨て）

１．平成29年３月期第３四半期の連結業績（平成28年４月１日～平成28年12月31日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

29年３月期第３四半期 24,847 1.9 3,478 18.7 3,801 18.4 2,787 30.0 

28年３月期第３四半期 24,377 △1.4 2,930 △8.8 3,210 △10.4 2,144 △23.6 
 
（注）包括利益 29年３月期第３四半期 2,951 百万円 （73.2％）   28年３月期第３四半期 1,704 百万円 （△58.6％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

29年３月期第３四半期 112.90 － 

28年３月期第３四半期 84.62 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

29年３月期第３四半期 52,919 45,712 86.4 1,854.58 

28年３月期 50,684 44,523 87.8 1,774.30 
 
（参考）自己資本 29年３月期第３四半期 45,712 百万円   28年３月期 44,523 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

28年３月期 － 20.00 － 20.00 40.00 

29年３月期 － 25.00 －     

29年３月期（予想）       25.00 50.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 
 

３．平成29年３月期の連結業績予想（平成28年４月１日～平成29年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 33,000 3.9 4,300 30.2 4,600 37.6 3,300 40.7 133.73 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有 

 
 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

（注）詳細は、添付資料P.３「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（3）会計方針の変更・会計上の見積 

りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年３月期３Ｑ 28,699,500 株 28年３月期 29,699,500 株 

②  期末自己株式数 29年３月期３Ｑ 4,051,035 株 28年３月期 4,605,835 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 29年３月期３Ｑ 24,685,950 株 28年３月期３Ｑ 25,338,765 株 

 

 

 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時

点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは実施中です。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断 

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は 

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注 

意事項等については、２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報 （３）連結業績予想などの将来予測情報に 

関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間の当社グループを取り巻く環境は、米国経済は景気回復の動きがみられ、日本・欧州

経済は力強さを欠くものの景気の底堅さがみられた一方、中国では景気減速が継続しました。また、英国のＥＵ離

脱問題や米国新政権の動向の影響もあり、世界経済の先行きへの不透明感が強まる状況でありました。一方、世界

半導体市場は、ロジックデバイス、メモリデバイスともに堅調な需要に支えられ、夏場以降、前年の実績を上回る

形で推移し、成長基調となりました。 

 こうした状況下、当社グループでは一丸となって売上拡大とコスト削減に努めました結果、当第３四半期連結累

計期間の業績は、売上高24,847百万円（前年同期比1.9％増）、営業利益は3,478百万円（前年同期比18.7％増）、

経常利益3,801百万円（前年同期比18.4％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益2,787百万円（前年同期比

30.0％増）となりました。

 

 セグメントの業績は、次のとおりであります。

 日本につきましては、シリコンウェハー向け及びＣＭＰ向け製品の販売が好調に推移したことにより、売上高は

13,647百万円（前年同期比9.6％増）、セグメント利益（営業利益）は販売増加に加え製品構成の良化により3,075

百万円（前年同期比50.6％増）となりました。

 北米につきましては、最先端ロジックデバイス向けＣＭＰ製品の販売が好調に推移したことから売上高は3,556

百万円（前年同期比2.9％増）、セグメント利益（営業利益）は472百万円（前年同期比34.2％増）となりました。

 アジアにつきましては、最先端ロジックデバイス向けＣＭＰ製品の販売は堅調であったものの、為替の影響及び

春先まで続いたハードディスクドライブメーカーの生産調整の影響により、売上高は6,623百万円（前年同期比

8.7％減）、セグメント利益（営業利益）は983百万円（前年同期比38.8％減）となりました。 

 欧州につきましては、シリコンウェハー向け製品は好調であったものの、ＣＭＰ向け製品の販売が減少したこと

により、売上高は1,019百万円（前年同期比16.5％減）、セグメント利益（営業利益）は116百万円（前年同期比

1.2％減）となりました。 

 

 主な用途別売上の実績は、次のとおりであります。 

 シリコンウェハー向け製品につきましては、ラッピング材の売上高は2,370百万円（前年同期比0.5％増）、ポリ

シング材の売上高は一部の製品で販売が増加したことにより、4,681百万円（前年同期比9.1％増）となりました。 

 ＣＭＰ向け製品につきましては、ロジックデバイス向け及びメモリデバイス向け製品の販売がともに増加したこ

とにより、売上高は9,091百万円（前年同期比7.0％増）となりました。 

 ハードディスク向け製品につきましては、上述のとおり為替の影響及び業界の生産調整の影響により、売上高は

2,688百万円（前年同期比13.2％減）となりました。 

 非半導体関連の一般工業用研磨材につきましては、最終製品の生産調整により、売上高は4,116百万円（前年同

期比4.8％減）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

 当第３四半期連結会計期間末における資産総額は、前連結会計年度末に比べ、2,235百万円増加し、52,919百万

円となりました。これは、有価証券が1,499百万円減少したものの、現金及び預金が3,713百万円、受取手形及び売

掛金が1,586百万円増加したこと等によるものです。

 負債総額は、前連結会計年度末に比べ、1,046百万円増加し、7,207百万円となりました。これは、賞与引当金が

340百万円減少したものの、支払手形及び買掛金が706百万円、未払法人税等が289百万円増加したこと等によるも

のです。

 また、純資産は前連結会計年度末に比べ、1,188百万円増加し、45,712百万円となりました。これは、自己株式

の残高が616百万円減少したこと及び利益剰余金が408百万円増加したこと等によるものです。

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 当第３四半期連結累計期間において、製品構成の良化及びコスト節減により、利益面で予想を上回る結果となり

ました。最近の業績動向を踏まえ、平成28年５月10日に公表した平成29年３月期の通期業績予想を修正いたしま

す。 

 詳細につきましては、本日付で別途開示しております「連結業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照くださ

い。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び子会社）が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。また、主要な関係会社の異動もありません。

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務

対応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した

建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

 これによる当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽

微であります。

 

（４）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１

四半期連結会計期間から適用しております。

 

（日本工作機械関連工業厚生年金基金の解散）

 当社が加入していた「日本工作機械関連工業厚生年金基金」は、平成28年11月１日付で解散しております。こ

れに関連して当社が負担する損失を、特別損失に退職給付制度終了損として計上しております。

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 19,320 23,034 

受取手形及び売掛金 6,669 8,256 

有価証券 1,999 500 

商品及び製品 2,954 3,071 

仕掛品 871 808 

原材料及び貯蔵品 1,556 1,657 

繰延税金資産 448 264 

その他 1,713 265 

貸倒引当金 △11 △13 

流動資産合計 35,525 37,845 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 7,341 7,354 

その他（純額） 6,338 6,275 

有形固定資産合計 13,680 13,630 

無形固定資産 686 555 

投資その他の資産    

投資有価証券 525 623 

繰延税金資産 164 163 

その他 112 110 

貸倒引当金 △9 △9 

投資その他の資産合計 793 888 

固定資産合計 15,159 15,074 

資産合計 50,684 52,919 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 2,703 3,410 

未払法人税等 263 553 

賞与引当金 785 444 

役員賞与引当金 － 50 

その他 1,853 2,144 

流動負債合計 5,605 6,602 

固定負債    

繰延税金負債 8 11 

退職給付に係る負債 526 555 

その他 19 37 

固定負債合計 554 604 

負債合計 6,160 7,207 

純資産の部    

株主資本    

資本金 4,753 4,753 

資本剰余金 5,038 5,038 

利益剰余金 40,042 40,450 

自己株式 △5,725 △5,108 

株主資本合計 44,109 45,134 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 122 194 

為替換算調整勘定 468 522 

退職給付に係る調整累計額 △176 △138 

その他の包括利益累計額合計 414 578 

純資産合計 44,523 45,712 

負債純資産合計 50,684 52,919 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

売上高 24,377 24,847 

売上原価 14,613 14,595 

売上総利益 9,764 10,251 

販売費及び一般管理費 6,834 6,773 

営業利益 2,930 3,478 

営業外収益    

受取利息 21 19 

為替差益 217 190 

その他 53 132 

営業外収益合計 292 342 

営業外費用    

固定資産除売却損 3 11 

その他 7 8 

営業外費用合計 11 19 

経常利益 3,210 3,801 

特別損失    

退職給付制度終了損 － 18 

特別損失合計 － 18 

税金等調整前四半期純利益 3,210 3,782 

法人税、住民税及び事業税 578 831 

法人税等調整額 488 164 

法人税等合計 1,066 995 

四半期純利益 2,144 2,787 

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,144 2,787 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

四半期純利益 2,144 2,787 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 5 72 

為替換算調整勘定 △464 53 

退職給付に係る調整額 19 37 

その他の包括利益合計 △439 164 

四半期包括利益 1,704 2,951 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,704 2,951 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 当社は、平成28年３月１日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される

同法第156条の規定に基づき、自己株式を1,000,000株を上限として取得することを決議し、第１四半期連結累計期

間に自己株式445,200株を取得しました。この結果、前連結会計年度末に比べ自己株式が644百万円増加しておりま

す。

 また、同取締役会において、会社法第178条の規定に基づき、自己株式1,000,000株を消却することを決議し、平

成28年６月15日に消却しました。この結果、利益剰余金及び自己株式が1,260百万円それぞれ減少しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  日本 北米 アジア 欧州 合計 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 

売上高              

外部顧客への売上高 12,447 3,454 7,253 1,221 24,377 － 24,377 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

4,666 814 192 － 5,674 △5,674 － 

計 17,114 4,269 7,446 1,221 30,051 △5,674 24,377 

セグメント利益 2,042 352 1,607 117 4,119 △1,189 2,930 

（注）１．セグメント利益の調整額△1,189百万円は、セグメント間取引消去10百万円、各報告セグメントに

配分していない全社費用△1,189百万円及び棚卸資産の調整額△10百万円であります。全社費用の

主なものは、当社本社の総務部門等管理部門に係る費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの資産に関する情報

「アジア」セグメントにおいて、最先端ロジックデバイス向けＣＭＰ製品及びアルミディスク向け製品

の販売が増加した結果、前連結会計年度末に比べ、当第３四半期連結会計期間末の同報告セグメントの

資産の金額は、962百万円増加しております。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  日本 北米 アジア 欧州 合計 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 

売上高              

外部顧客への売上高 13,647 3,556 6,623 1,019 24,847 － 24,847 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

4,810 580 169 － 5,560 △5,560 － 

計 18,458 4,137 6,792 1,019 30,407 △5,560 24,847 

セグメント利益 3,075 472 983 116 4,648 △1,170 3,478 

（注）１．セグメント利益の調整額△1,170百万円は、セグメント間取引消去３百万円、各報告セグメントに

配分していない全社費用△1,234百万円及び棚卸資産の調整額60百万円であります。全社費用の主

なものは、当社本社の総務部門等管理部門に係る費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。
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